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図 -4　干潟に設定した調査地点
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図 -11　地点別 1 株当たり葉面積

図 -14　エネルギー平衡方程式による波高分布

京浜運河におけるコアマモ群落造成について

Restration of Zostera Japonica Co mm Unity in Keihin Canal Zone

中瀬 浩太 1), 桑江 朝比呂 2), 渡辺 謙太 2), 荒 功一 3), 浜谷 信介 1), 田中 裕一 1)
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　海草による炭素貯留の効果が明らかになりつつある。
アマモは平均干潮面（L.W.L.）以深に分布するため、透明
度の低い大都市沿岸部や運河部では生育が困難である。
そこで、干出する潮間帯にも分布可能なコアマモの群落
造成を試みた。水質が良好ではない京浜運河でも L.W.L.
と平均水面（M.W.L.）の中間付近の、L.W.L.+0.4m でコア
マモが生育および生殖が可能なことが明らかになった。
コアマモ生育可否と地盤や底質や堆積状況を比較した結
果、船舶航跡波が作用した場合、コアマモ移植場所相当
水深でシールズ数Ψ＜0.3 がコアマモ生育可能で、波浪と
底質の関係がコアマモの分布を左右することが示唆され
た。
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図 -3　水槽での放音と計測状況
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図 -6　各条件での発生音の周波数特性 図 -13　代表的な実験ケースの周波数特性

油圧ハンマによる鋼管杭打設時の水中騒音対策技術に関する基礎的
研究

Fundamental Study on Underwater Noise Control Technology for Pile-Driving 
with Hydraulic Hammer

田村 勇一朗 1), 板垣 侑理恵 1), 田中 裕一 1)

Yuichiro Tamura 1), Yurie Itagaki 1) and  Yuichi Tanaka 1)

　本研究は、鋼管杭打設時の水中騒音低減対策技術の開
発に向けた基礎的知見の把握を目的とし、室内水槽おい
て模擬的な打設音発生装置を用いた水中音響実験を行っ
た。水槽容積や鋼管仕様等の条件が異なる打撃音の音圧
や周波数特性等を計測し、また水槽内の打撃音と現地で
の油圧ハンマによる打設音 ( 鋼管径φ1.5m) を比較した。
そ の 結 果、大 型 平 面 水 槽 ( 容 積 450m3) の 打 撃 音 (φ
250,800 ㎜ ) は、約 1kHz 以下の帯域で打設音の周波数特
性と部分的に類似する傾向がみられた。さらに、小型水
槽 (1.0m3, φ48 ㎜ ) と大型平面水槽において対策方式の異
なる実験ケースを設定し騒音低減効果の評価を試みた。
バブルカーテンやバブルスリーブ、潜堤とバブルカーテ
ンを組み合わせた対策で顕著な音圧レベルの低減効果が
あり、また、気泡や潜堤等の打撃音に対する対策方式が
異なると低減される周波数帯が異なる傾向がみられた。
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